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（第２１週） 　（調査医療機関8か所の総患者数）
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＊竹田市感染症情報（竹田市独自集計）＊

【新しい

ヘルパンギーナについて
今週は、調査医療機関より1名の報告がありました。大分県全体では定点あたり0.42人で、先週の0.14人から増加しました。
ヘルパンギーナは、主に乳幼児に多い「夏かぜ」の1つで、初夏〜夏に流行します。主な症状は、突然の発熱、のどの痛み、のどに
水疱ができる、食欲不振、全身のだるさ、頭痛などがあります。脱水症状や高熱が続く、けいれんがあるなどの場合は、医療機関へ
相談しましょう。感染経路は、経口感染や糞口感染(便と一緒に排泄されたウイルスが口に入って感染すること)、接触感染、飛沫
感染で、集団生活で広がりやすいため、注意が必要です。予防には、日頃から手洗い・うがいなどの感染対策を行うことが重要です。
特に、発症した子どものおむつ交換後は、流水と石けんでしっかり手を洗いましょう。

水痘(水ぼうそう)について
今週は、調査医療機関より1名の報告がありました。大分県全体では定点あたり1.31人で、先週の1.25人から増加しました。
大分県では、5月8日に水痘の流行注意報が発令されました。全国的にも過去5年間の同時期よりも報告数がやや多い状態が続
いてる状況です。
水痘は、いわゆる「水ぼうそう」のことで、発熱やかゆみを伴う発しんが全身に出現する感染症です。空気感染、飛沫感染、接触
感染で広がり、感染力が強いため、家庭のほか保育施設や学校等では注意が必要です。医療機関を受診する場合は、事前に連
絡して医療機関の指示に従いましょう。
重症化の予防には、ワクチン接種が有効です。定期接種は、1歳の誕生日の前日から3歳の誕生日の前日までの方で、この期間
に2回の接種を行うこととなっています。未接種の方は予防接種を受けましょう。

大分県豊肥保健所 作成
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出典：厚生労働省ホームページ

夏の感染症対策ガイド　


